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令和 6 年７月１９日 浜松市 市民部  

文化財課 保存・活用グループ  

℡ 053-457-2466   

 

 

 報 道 発 表 
 

新たに国登録有形文化財建造物２棟が登録されます！ 

国の文化審議会は、７月１９日（金）に開催される同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、

浜松市中央区中郡町に所在する旧鈴木家住宅弓道場の矢場及び的場の２棟を登録有形文化財建

造物として登録するよう文部科学大臣に答申しました。 

これにより、官報告示を経て浜松市内の国登録有形文化財建造物は８９件となる予定です。 

 

１ 名称・員数 

① 「旧鈴木家住宅弓道場矢場
や ば

」         1 棟 

② 「旧鈴木家住宅弓道場的場
ま と ば

」        1 棟 

   

２ 構造及び形式・建築年代 

① 木造平屋建、瓦葺、建築面積 86 ㎡  昭和 6年／令和 5年改修  

② 木造平屋建、瓦葺、建築面積 16 ㎡  昭和 6年 

 

３ 所有者 

   松川電気株式会社（代表取締役 小澤 邦比呂） 

 

４ 所在の場所 

浜松市中央区中郡町字万斛
まんごく

西
にし

980 

 

5 公開・見学について 

    公園内の施設であるため外観は常時、開放されていますが、内部見学・施設利用につきま

しては、鈴松庵(053-434-0105.毎週水曜日定休)までお申し出ください。不定期で講演会や講

習会、その他イベントなどの会場として使用されています。 
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※参考資料 

「建築概要」、「写真」、「場所」、「市内の国登録有形文化財建造物 統計」 

 

◆ 建築概要 

※ 記載は、建築調査にあたった静岡県文化財建造物監理士 伊藤哲郎氏の建築所見を元にして

います。 

 

 旧鈴木家住宅弓道場は、屋敷の東側に位置し、矢場から間口 3間・奥行 15 間の矢道を挟んで

北側の的場に向かって矢を射る配置となっている。現在は弓道場としての役目は終えているが、

市民の憩う「万斛庄屋公園」の中央に位置し、「矢場＋矢道＋的場」という独特の空間構成によ

り、地域の歴史・文化遺産として継承されている。 

  

2 棟の建築年代は、現存する的場の基礎コンクリートに「四・六・昭」の刻印があることや、

施主（第 22 代当主）自らの手によると推測される建築設計図と建物の造りがほぼ一致すること

から昭和 6年と考えられる。 

矢場は木造平屋建てで、上屋は 5 寸勾配の瓦葺き切妻屋根とし、一部に下屋が廻されている。

間取りは、南の玄関から檜板敷きの射場、背面に上段畳敷きの控え席、側面の上段畳敷きの審判

席まで仕切りの無い一連の空間で、弓道の伝統的な様式に添った配置となっている。的場に向か

う開口部は、三人の射手が構えられる広さとしている。審判席には的場を望むことができる掃き

出しのガラス窓がある。また、東側に 1間の床の間が設けられており、床の間横の押し入れの造

りは、天井高を8尺5寸、内壁を板張りにするなど弓道道具の収納に特化したものとなっている。

審判席の畳は縁付き、控え席は縁無しとするなど格式への配慮もみられる。柱や梁には加工痕が

あり部材寸法もまちまちな古材・転用材が多くみられる。 

的場は木造平屋建てで、屋根は 4寸 5分勾配の瓦葺き切妻屋根となっており、天井無しの屋根

下地現しである。的を設置する盛土（安土）の周囲は、腰高 3尺 5寸のコンクリートが廻されて

いる。軒下寸法は 7尺 5寸で、対面する射場の軒下と同寸である。また、的場の盛土下端と射場

床面を同一レベルとし、屋外での射場環境を模したかたちとなっている。柱や梁には古材・転用

材が多くみられる。 

 

 

（参考）鈴木家について 

 万斛村(現・浜松市中央区中郡町)の鈴木家は、天竜川下流西岸の扇状地のほぼ中央に位置し、

中世的土豪の系譜を引き、江戸時代には万斛村とその周辺の村々の代官的役割を担うほか、浜松

藩において直接殿様に謁見できる「独礼庄屋」の筆頭として知られた由緒ある家柄である。明治

時代以降も地域の重鎮として影響力を持ち、第 22 代当主：鈴木浩平氏（1883－1949）は日本楽

器製造株式会社や遠州鉄道株式会社の役員、静岡県会議員、積志村村長などを務めた。大正 14

年には弓道「日置流印西派（へきりゅういんさいは）」嫡伝 20 世を相伝し、昭和 6年に敷地内に

弓道場が築造された。 
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◆ 写真 
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◆ 場所  浜松市中央区中郡町字万斛西 980（万斛庄屋公園内、駐車場あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 市内国登録有形文化財建造物 統計 

（令和 6年 7月 1日現在） 

 天竜浜名湖鉄道関係（登録 H10,H23） 27 件 

 凱旋紀念門（登録 H12） 1 件 

旧二俣町役場（登録 H15） 1 件 

 竹山家住宅（登録 H17） 1 件 

 旧住吉上水場、及び、旧常光水源地ポンプ室（登録年 H24） 7 件 

 吉野屋関係（登録 H27） 4 件 

ヤマタケの蔵関係（登録 H27） 3 件 

旧田代家住宅関係 （登録Ｈ27） 1 件 

旧気多村立勝坂小学校（登録Ｈ28） 1 件 

前嶋家住宅主屋 （登録Ｈ28） 1 件 

明治屋醤油関係 （登録Ｈ29） 3 件 

高林家関係（登録 H30，R3） 14 件 

大福寺庫裏（登録 R元） 1 件 

方広寺関係（登録 R元） 22 件 

 

現在、計 87 件   

（今回の新登録が官報告示されると 89 件になります） 

 

 

駐車場 

← 二俣街道  

甘露寺 

万斛庄屋公園 

鈴松庵 弓道場 


